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５月１日 千葉県東方沖の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、深さ 0～90km、M≧1.5）

（2008 年４月以降の地震を濃く表示） 

今回の地震

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図 

震央分布図（1923 年８月以降、深さ 0～90km、M≧4.5）

 2008 年５月１日 07時 34 分に千葉県東方

沖の深さ 36km で M4.6（最大震度４）の地

震が発生した。この地震の発震機構は北西

－南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型

で、フィリピン海プレート内部で発生した

地震である。 

今回の地震の震央付近は、時々まとまっ

た地震活動がみられるところで、最近では

2007 年８月に M5.3（最大震度４）の地震を

最大とする地震活動が発生している。

領域ａ 

領域ｃ内の地震活動経過図、回数積算図 

領域ｂ 

領域ａ内の断面図（南北方向投影）

（2008 年１月以降、Mすべて） 

領域ｃ 

 1923 年８月以降の活動を見ると、今回の

地震の震央付近（領域ｃ）では、1987 年 12

月 17 日の M6.7 の地震が最大である。1987

年の地震では死者２名などの被害があった

（新編日本被害地震総覧による）。 

今回の地震 

今回の地震 
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５月２日 福島県沖の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、深さ 0～150km、 M≧3.0）

領域ａ 

2008年５月２日 14時 41分に福島県沖の
深さ 45km で M5.1（最大震度３）の地震が
発生した。この地震の発震機構は太平洋プ
レートの沈み込む方向に張力軸を持つ型
で、太平洋プレート内部で発生した地震と
考えられる。なお、同日 06 時 58 分に今回
の地震の震源から南西約 30km 離れた場所
で M4.7（最大震度２）の地震が発生してい
る。 
 1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回
の地震の震源付近（領域ｂ）ではＭ５を超
える地震が時々発生しており、最近では
2007 年 11 月 26 日に M6.0（最大震度４）の
地震が発生している。 

領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

Ｂ

領域ｂ内の地震活動経過図及び回数積算図 

震央分布図（1923 年 8 月以降、深さ 0～150km、M≧6.0）

1923 年 8 月以降の活動を見ると、今回の
地震の震央付近（領域ｃ）では 1938 年にＭ
７クラスの地震がまとまって発生するなど
活発な地震活動があったところである。ま
た、1987 年にはＭ６クラスの地震がまとま
って発生している。 

領域ｃ

Ａ 

領域ｂ 

今回の地震 

（2008 年５月 1日以降、Ｍ≧1.5）

領域ｃ内の地震活動経過図及び回数積算図 

★ 

今回の地震 

Ａ                Ｂ

今回の地震 

CMT 解 CMT 解 

CMT 解 
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５月８日 茨城県沖の地震 

震央分布図（1997 年 10 月以降、深さ 0～90km、M≧3.0）

（2008 年５月以降の地震を濃く表示） 

今回の地震

震央分布図（1923 年８月以降、深さ 0～90km、M≧5.0）

 2008 年５月８日 01時 45 分に茨城県沖で

M7.0（最大震度５弱）の地震が発生した。

この地震の発震機構（CMT）は北西－南東方

向に圧力軸を逆断層型で、太平洋プレート

と陸のプレートの境界で発生した地震であ

る。 

今回の地震の震央付近（領域ａ）では５

月４日頃からまとまった地震活動が発生

し、７日 14 時過ぎから活動が活発となって

いる。 

９日現在、地震活動は継続している。 

領域ａ

領域ｂ内の地震活動経過図、回数積算図 

領域ｂ

今回の地震

領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図 

（2008 年５月以降、 

一部未処理期間あり） 

（CMT）

 1923 年８月以降の活動を見ると、今回の

地震の震央付近（領域ｂ）では、平均して

約 15 年に 1 回程度の割合で、M7 程度の地

震が発生している。 

今回の地震の発震機構解（CMT：暫定解）
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2008 年 3 月～5月 

5 月 3 日～12 日 

1982 年 7 月～9月 

7 月 21 日～30 日 

茨城県沖の地震活動（1982 年との比較） 

今回の地震は、以下の点で 1982 年の活動に類似している。 

 マグニチュード：共に 7.0 

   発震機構解：共に西北西－東南東あるいは北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型 

震央分布図 1982 年 7 月～9月 地震活動経過図 

本震(M7.0)の発震機構解 

（Global CMT 解） 

前回 

震央分布図 2008 年 3 月～5月 

本震(M7.0)の発震機構解 

（気象庁 CMT 解、暫定） 

一部、未処理期間あり

今回 

地震活動経過図 
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５月９日 千葉県北西部の地震 

震央分布図（2000 年 1 月１日～2008 年５月９日 09 時、
深さ 0～140km、 M≧2.0） 

領域ａ

2008 年５月９日 07 時 43 分に千葉県北西部の深さ約 80km で M4.5（速報値、最大震度３）の地震

が発生した。余震は 07 時 48 分に M3.8（速報値、最大震度２）の地震が発生している。 

 今回の地震の震源付近（領域ｂ）では 2005 年７月 23 日に M6.0（最大震度５強）の地震が発生し

ている。 

領域ａ内の地震活動経過図及び回数積算図
（深さ 60～80km） 

震央分布図（1923 年 8 月以降、深さ 0～150km、M≧6.0）

1923 年 8 月以降の活動を見ると、今回の地震の震央付近（領域ｂ）では、M6.0 以上の地震が６回

観測されている。 

領域ｂ 

今回の地震 

領域ｂ内の地震活動経過図 
（M6 以上の地震を濃く表示）

★ 

今回の地震 

80km M4.5 

80km M3.8 


